
アイデア・メッセージを
お待ちしています

　広報は、行政から皆さんへと情報をお伝えするだけ
でなく、皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりにいかしていくことも大切です。
　誰もが住みやすいまちにしていくためにも、皆さん
と行政との声のキャッチボールを大切にしていきます。
　これからも皆さんの「声」をお待ちしています。

「住みよいまちづくりへの提案」は、封書で提出
いただいても結構です。
ぜひ皆さんの「声」をお寄せください。
◆宛先　〒529-1698　日野町河原一丁目１番地
◆連絡先　企画振興課　秘書広報担当
　　　　　☎�6550

住みよいまちづくりへの提案
 アイデア＆メッセージ

5 2 9 1 6 9 0

日
野
町
河
原
一
丁
目
1
番
地

日
野
町
役
場

　
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」
係 

行

料金受取人払郵便

差出有効期限
平成28年3月
31日まで

近江日野郵便局
承　　認

切手を貼らずに
お出しください

郵  便  は  が  き

キ  リ  ト  リ

キ  

リ  

ト  

リ

13
【お願い】
○提案に対する回答を郵送させ

ていただきますので、氏名・
住所（番地まで）を必ずお書き
ください。

　（名前や番地の掲載がない場合などは、匿名扱いと
なり、お返事できませんので、ご了承ください）

○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読さ
せていただきます。出来る限り町政に生かせるよう、
十分に検討したうえで回答させていただきますので、
回答までに時間がかかることがあります。

○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させ
ていただく場合があります。その際は氏名の掲載は
いたしません。

○質問については、電話でお答えする場合もあります。

　平成26年度も住民の皆さんからまちづくりへのア
イデア・メッセージをいただきました。１年間の集計
結果をお知らせします。
　昨年度、住民の皆さんから寄せられたはがき、封
書は27通、いただいたアイデア・メッセージの件数は
46件でした。
　内容は、防災や町営バスの運行、福祉の充実など、
暮らしに関するご意見をはじめ、空き家や観光振興に
関するご意見をお寄せいただきました。

1年間の
 まとめ

主　な　内　容 件数

福祉・医療・
介護・保険 福祉・介護サービスなど ５

暮らし・
まちづくり

防災、町営バス、路線バス、
観光振興、ごみ問題 18

道路・河川・
上下水道・農業 道路の整備・補修 ２

教育・文化 学校給食、学校教育 ２

その他 広報ひの、
役場駐車場の改修工事　など 19

合　　　　　計 46

平成26年度　集計結果

住みよいまちづくり
 への提案
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皆が住みよいまちづくりへ

お待ちしています。

あなたの
アイデア・メッセージ

住
所

氏
名

電
話

〒

湖
東
信
用
金
庫
さ
ん
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
湖
東
信
用
金
庫
さ
ん
（
山
本
英
司
理
事
長
）
か
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
5
0
0
ロ
ー
ル
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
湖
東
信
用
金
庫

内
の
廃
棄
文
書
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
、
平
成
20
年
か
ら
8
年
間
、
毎
年
寄
贈
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
町
の
教
育
施
設
で
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
た
。
そ
の
栄
村
で
の
第
20
回
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
。
歓
迎
行
事
で
迎
え
て
く

れ
た
小
学
生
が
「
故
郷
は
遠
き
あ
り
て

思
ふ
も
の
。
で
は
な
く
、
近
き
に
あ
り

て
創
る
も
の
」
と
元
気
に
挨
拶
し
て
く

れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
口
と
い
え
ば
戦
前
は
国
策
と
し
て

「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
国
の
た
め
」
が
奨

励
さ
れ
ま
し
た
。
出
生
が
「
富
国
強
兵
」

の
た
め
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
、

こ
れ
ま
で
憲
法
違
反
と
し
て
き
た
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
と
す
る
「
安

全
保
障
法
制
」
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
批
判
の
声
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
戦
後
70
年
。
日
野
町
で
は
、
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
戦
後
70
年
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
24
日
に
は

日
本
遺
族
会
名
誉
顧
問
の
古
賀
誠
氏
に

「
戦
後
70
年
、
平
和
を
考
え
る
」
と
題

し
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
古
賀
氏
は
自

民
党
幹
事
長
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

父
親
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
で
戦

死
さ
れ
て
お
り
、「
戦
争
反
対
」
の
強

い
信
念
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
戦
後

の
歴
史
を
逆
戻
り
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

平
和
な
国
を
つ
く
る
た
め
に
力
を
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
陽
ざ
し
の
中
、

特
急
「
し
ら
さ
ぎ
」

で
金
沢
へ
。
そ
し
て

北
陸
新
幹
線
「
は
く

た
か
」
に
乗
り
換
え

信
州
飯
山
ま
で
、
列

車
の
旅
は
快
適
で
し

た
。
時
刻
表
を
み
る

と
「
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ

鉄
道
」「
あ
い
の
風
富
山
鉄
道
」「
え
ち

ご
ト
キ
め
き
鉄
道
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

鉄
道
会
社
名
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
新

幹
線
の
営
業
に
よ
っ
て
並
行
し
て
い
る

在
来
線
の
北
陸
本
線
が
第
三
セ
ク
タ
ー

化
さ
れ
た
の
で
す
。
名
前
は
ユ
ニ
ー
ク

だ
け
れ
ど
か
な
り
不
便
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
北
陸
新
幹
線
関
西
ル
ー
ト
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
並
行
在
来
線
問
題

こ
そ
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
飯
山
駅
か
ら
飯
山
線
を
コ
ト

コ
ト
と
列
車
は
走
り
、
ス
キ
ー
で
な
じ

み
の
「
戸
狩
」「
野
沢
温
泉
」
を
通
過

し
森
宮
野
原
駅
で
下
車
、
長
野
県
栄
村

に
到
着
。
７
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
を

記
録
し
た
こ
と
も
あ
る
豪
雪
地
帯
で

す
。
そ
ん
な
雪
深
い
栄
村
で
平
成
15
年

２
月
「
第
１
回
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治

体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
合
併

し
な
い
自
立
（
律
）
の
道
が
あ
る
こ
と

を
宣
言
し
た
画
期
的
な
集
会
と
な
り
ま

日野町長　藤澤 直広


